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防
災
訓
練
が
５
月
27
日
、

水
之
上
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
自
主
防
災
組
織
や

県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
17
人

が
参
加
し
、
大
雨
、
洪
水
等
に

よ
る
災
害
発
生
を
想
定
し
た
図

上
訓
練
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
刻
々
と
変
化
す
る

河
川
水
位
や
雨
量
情
報
に
加
え
、

避
難
情
報
等
様
々
な
状
況
が
付

与
さ
れ
、
令
和
５
年
度
に
水
之

上
地
区
が
作
成
し
た
地
区
防
災

計
画
や
個
別
避
難
計
画
の
再
確

認
と
、
各
自
が
と
る
べ
き
行
動

の
手
順
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
今
後
も
各
地
区
で

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

総務課
安心安全係
☎ 内線 223

シ
ェ
ラ
ト
ン
鹿
児
島
で
６

月
２
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で
垂
水
市
の
海
の
幸
、
山
の

幸
を
使
用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理

を
提
供
す
る
イ
タ
リ
ア
ン
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
昨
年
に
続
い
て

２
回
目
の
開
催
で
、
同
ホ
テ
ル
の

鹿
児
島
の
食
の
魅
力
を
発
信
し
た

い
と
の
思
い
に
加
え
、『
垂
水
の

食
の
力
を
魅
せ
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
本
市
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
料

理
を
提
供
し
、
鹿
児
島
と
垂
水
の

魅
力
を
発
信
す
る
も
の
で
す
。

　
期
間
中
は
、
同
ホ
テ
ル
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
、
各
店
舗

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

平
日
限
定
で
ホ
テ
ル
開
業
２
周

年
記
念
の
特
別
価
格
の
料
理
も

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

水産商工観光課
商工業推進係
☎ 内線 266

シ
ェ
ラ
ト
ン
鹿
児
島
で

『
垂
水
市
×
イ
タ
リ
ア
ン
フ
ェ
ア
』
開
催
中
（
７
月
31
日
ま
で
）

▲ ６月２日に行われたオープニングセレモニーの様子

ぼ く の ス テ ッ
カーのある料理
が垂水産の食材
を 使 用 し た 料
理 で す。 ぜ ひ
食 べ て み て ね。

▲ オープニングセレモニーで挨拶する尾脇市長 ▲ シェラトン鹿児島の伊牟田社長

▲ フィッシャリィガールによるカンパチの解体ショー ▲ 美湯豚を使用したイタリア料理のポルケッタ
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児
島
国
際
大
学
寄
附
講

座
が
５
月
23
日
、
同
大

学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
垂
水
市

と
同
大
学
は
、
平
成
29
年
に
地

方
創
生
の
取
組
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

寄
附
講
座
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、『
垂
水
市
で
働
く
魅

力
を
考
え
る
』
と
題
し
て
、
猿
ヶ

城
渓
谷
森
の
駅
た
る
み
ず
の
穴

井
光こ

う
せ
い星

駅
長
に
講
師
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
穴
井
駅
長

は
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
自
分

が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
、
自
分
磨
き
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
働
く
こ
と
を
視
野
に
入

れ
た
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め

の
取
組
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

企画政策課
政策推進係
☎ 内線 245

▲ 講座の様子▲ 講師を務めた穴井駅長
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